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 玖 珠 町 商 工 会    

         
機関名 玖珠町商工会 

所在地 大分県玖珠郡玖珠町大字帆足１２５－１ 

電話番号 ０９７３－７２－１２１１ 

地域概要   (1)管内人口     １万９千人 (2)管内商店街数    ５商店街

(1)商店街数     ２ 商店街 (2)会員数       ２ 商店事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率     ７．３ ％ (4)大型店空き店舗数  １  店

商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街 3.地域型商店街 4.近隣型商店街 

      
【事業名と実施年度】  

 

平成 13 年度 空き店舗対策事業 チャレンジショップ、イベント 

  総事業費  14,427 千円 
  
【事業実施内容】  

    

１．背景 

玖珠町は大分県の北西部にあり、特徴的な山々に囲まれた玖珠盆地に広がる景観豊かな町

である。 

町の主要交通は、東西を結ぶ JR 久大線、国道 210 号線、南北を結ぶ国道 387 号線があり、

二つの主要な国道は町の中心部にて交わっている。また、平成 8 年には九州横断自動車道の

インターなども開通し、他地域へのアクセスや物流の利便性が向上している。 

人口は平成 12 年の国勢調査では 18,988

人であり、減少傾向、平成 13 年 4 月時点で

の高齢者比率は 26％と比較的高い。 

（１）玖珠町の商業 

玖珠町の中心にある森駅通り商店街、春

日町商店街は、国鉄時代の久大線の需要拡

大や官公庁、医療機関等の中心地として発

展してきた。 

（２）空き店舗事業の経緯 

国道および高速道の発達により、これら

旧商店街の立地条件は著しく不利となった

だけでなく、郊外への大型店の出店が相次

ぎ旧商店街の集客力は衰退した。 

さらに近年では、商店主の高齢化、転廃

業等の影響で空き店舗が増加し、活力がさ

らに低下してきたため森駅通り商店街協同

組合、春日町商店街協同組合ではそれぞれ

活性化のための事業を行ってきた。空き店舗対策事業も、これら活性化策の一環として、取

り組まれた。 

位置図（玖珠町 HP より） 
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２．事業内容 

（１）事業の目的 

１）地域商店街の空き店舗を解消し、従来からの商業集積地における商業機能等の充実・

強化を図る。 

２）上記により、周辺住民に与える影響を分析、評価する。 

３）低迷する地域商店街に活力を与え、今後の活動に展開していく。 

（２）事業コンセプト 

「童話の里・田園都市・玖珠町 やさしさと癒しの街づくり」 

「童話の里」の玖珠町らしく、子供や高齢者・障害者に優しく、また、私たちの暮らし

を取り巻く食生活や環境にもやさしい商店街として地域住民に親しまれる街づくりをする。 

（３）事業内容 

チャレンジショップ商店街事業、イベント事業、情報発信事業、調査研究事業 

 

区 分 店 舗 数 内 空 き 店 舗 数 空 き 地 数

森駅通り商店街 １２０ １４ １

春日町商店街 １０３ ５ ２

合計 ２２３ １９ ３

 

（４）各事業実施概要 

 １）チャレンジショップ事業 

①事業の目的 

・商店街に不足している業種を中心に新規開業者を誘致する。 

・インフォメーションセンター、ミニギャラリー、パソコンの設置により、商店街の

コミュニケーション機能の提供と利便性の向上を図る。 

   

 
商店街の町並み（玖珠町商工会 HP より） 
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②事業概要 

・実施期間 平成 13 年 10 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日 

・事業の方法 チャレンジショップ事業部会および両商店街協同組合において実

験店舗の募集・管理・運営を行う。 

・募集店舗数 募集 10 店舗 その他フリーマーケット会場、駐車場 

・募集方法 新聞・新聞折込、ホームページ等 

・出店者 「古本・CD ショップ」「喫茶店」「ワンコインショットバー」「お食

事の店」「くすくすカードイベント会場」「惣菜の店」「飲食店」

「フリーマーケット会場（駐車場）」 

２）イベント事業 

①事業の目的 

・商店街への集客を高める。 

・来街者の回遊性を高める。  

②事業概要 

・実施期間 平成 13 年 10 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日 

・事業方法 イベント事業部会および両商店街協同組合の連携による開催およ

  び業者への一部委託。 

・実施イベント  

「オープニングイベント」 オープニング式典、ハロウィンイベント、全店オープニン 

グ式典 

「ふれあいイベント」 クリスマスイベント、フリーマーケット、ミニギャラリー 

 「販売促進イベント」 くすくすカード歳末大売出 

 

 
 

空き店舗マップ （玖珠町商工会 HP より） 
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３）情報提供事業 

①事業の目的 

・消費者等来街者への商店街の買い物情報やイベント情報の提供。 

・観光等の地域情報の提供。 

・上記による来街者の利便性の向上を図る。 

②事業概要 

・実施期間  平成 13 年 10 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日 

・事業の方法 関係機関・団体等の支援を得て自主開設。 

・実施事業   

「インフォメーションセンター」 

パンフ・チラシ・マップ等による商店街情報提供、ビデオ・パンフ等による観光情

報提供、担当者による各種案内 

「インターネット体験コーナー」 

インターネットを利用した情報の収集と提供、インターネットの体験 

 

 

４）調査事業 

①事業の目的 

・消費者および来街者ニーズの把握、商店街関係者の意識、本事業の実施効果の測定 

・今後の活性化に向けた事業展開の一助とする 

② 事業概要 

・実施機関  平成 13 年 10 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日 

・事業の方法 調査票の設計・集計・分析を専門業者に委託 

・実施調査  商店街通行量調査（3 回）、消費者および来街者調査（2 回）、経営 

者等商店街関係者意識調査（2 回）、上記調査の集計、分析および

結果に基づく提案 

 

【 効 果 】 

 

（１）チャレンジショップ事業 

 
ホームページでのチャレンジショプ店舗募集案内 
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１）新規事業者等への事業機会の創出ができた。 

２）商店街における不足業種も補うことができ、店舗の充実が図られた。 

（２）イベント事業 

１）商店街に賑わいとふれあいを創出した。 

２）街全体のイメージアップと認知度の高揚が図られた。 

３）既存のイベントを大きく PR でき、今後の事業継承につながった。 

（３）情報提供事業 

１）商店街を情報発信及び情報交流の場として認知させると共に商店街の付加価値を高

め、販売促進の一助とすることができた。 

２）小学生から高校生といった若年層の利用が多く見られ、若者が多く来街した。 

（４）調査事業 

消費者および来街者のニーズや商店街関係者の意識、商店街の現状等の把握ができ、今

後の活性化に向けた取り組みの基礎資料となった。 

    

【課題・反省点】 

 

（１）チャレンジショップ事業 

１）目標の出店者数をクリアすることが先決となっているため出店者の事業計画性を十

分に事前指導、審査する必要性があった。 

２）出店者の負担が少ないので安易に退店してしまうケースがあった。 

３）出店者と既存商店主とのコミュニケーションが不足しており、今後の課題となって

いる。（組合に入らない、イベント等への協力がない等） 

４）ショップ選定時に、地域生活者の視点・意見が充分取り入れられていなかった。 

（２）アンケート 

「要望する施設」について経営者の意見は調査したものの、来街者調査にはその視点が

欠けており、来街者のニーズをつかむことができなかった  

   

【 教 訓 】 

 

（１）「空き店舗対策は誰のため」という視点を持つ 

地域生活者、経営者は空き店舗事業に対して現状を打開する大きな期待を抱いている。 

それに応えるためには「空き店舗対策（商店街活性化対策）は誰のために行うのか」とい

う視点から、充分に検討を行う必要があり、商店街や商店経営者の発想で事業を行うと、

地域生活者に失望を与えることとなり、結果、商店街の活性化がなされずに商店街関係者、

経営者自身も失望することになる。 

「商店街は地域生活者のためにあり、地域生活者が商店街を支持してくれるからこそ存

続する」という基本を忘れてはならない。 

（２）事業は継続が力 

「事業の継続は当たり前」のことであるが、その実、「言うは易し行ない難し」である。

しかし、活性化事業は継続することがその効果をもたらすことになる。 

   

【 関 連 Ｕ Ｒ Ｌ 】 

 

玖珠町商工会   http://kusu.oita-shokokai.or.jp/index.htm 
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